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現
代
日
本
と
の
接
点
を
論
じ
る
。

第
二
部
「
不
老
長
寿
物
語
」
は
「
不
老
長
寿
の
食
べ
物
」
「
桃
」
「
菊
」

「
橘
」
「
酒
」
「
朱
」
「
霊
芝
」
「
煎
じ
薬
の
ル
ー
ツ
」
「
胞
衣
壺
」
「
勾
玉
」

「
薬
」
「
僧
医
と
看
病
禅
師
」
「
医
薬
の
神
々
」
「
常
世
の
神
」
「
ま
と
め
」

の
全
十
五
章
に
よ
る
構
成
で
、
か
っ
て
仙
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た

薬
物
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
そ
の
効
能
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
そ

れ
に
関
連
す
る
史
跡
を
紹
介
す
る
。

本
書
が
対
象
と
し
て
い
る
領
域
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
歴
史
・
宗
教
・

民
俗
・
国
文
の
人
た
ち
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
本
書
は
特
に
目

新
し
い
論
点
や
材
料
を
提
供
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
肩
の
凝
ら
な

い
読
物
、
誌
上
の
楽
し
い
散
策
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ

て
こ
の
分
野
に
興
味
を
覚
え
た
方
へ
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
巻
末
に
参

照
・
参
考
文
献
の
一
覧
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
新
村
拓
）

〔
集
英
社
”
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三

二
三
○
’
六
一
四
一
、
平
成
十
年
十
二
月
、
四
六
判
、
二
六
八
頁
、
本
体

一
、
九
○
○
円
〕

安
川
里
香
子
著

「
森
鴎
外
「
北
瀧
日
乗
」
の
足
跡
と
漢
詩
』

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
本
書
は
、
森
鴎
外
の
『
北
海
日
乗
』
の
詳
細
な

注
釈
で
あ
る
。
「
北
滞
日
乗
」
と
は
、
明
治
十
五
年
二
月
十
三
日
か
ら
三

月
二
十
九
日
に
か
け
て
、
二
一
歳
の
軍
医
副
・
森
林
太
郎
が
徴
兵
検
査

に
立
ち
合
い
の
た
め
に
群
馬
・
長
野
を
経
て
新
潟
各
地
を
ま
わ
る
旅
中
、

漢
文
体
で
記
し
た
日
記
で
二
八
首
の
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
を
ふ
く
む
。
と

こ
ろ
で
そ
も
そ
も
注
釈
と
は
何
で
あ
る
か
、
本
書
は
い
か
な
る
性
格
を

も
っ
た
注
釈
で
あ
る
の
か
。

本
耆
の
扉
に
「
長
谷
川
泉
先
生
蒲
原
宏
先
生
故
小
島
憲
之
先
生
に

捧
げ
る
」
と
い
う
献
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
印
象
的
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
書
が
内
蔵
し
て
い
る
三
つ
の
性
格
を
よ
く
象
徴
し
て
も
い
る
。
長
谷

川
泉
氏
は
日
本
近
代
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
学
術
雑
誌
「
鴎

外
」
を
機
関
誌
と
し
て
発
行
し
て
事
務
局
を
鴎
外
旧
宅
趾
の
本
郷
区
立

鴎
外
図
書
館
内
に
お
く
森
鴎
外
記
念
会
の
会
長
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本

書
も
同
誌
五
九
・
六
○
・
六
一
・
六
二
（
平
成
八
年
七
月
～
同
十
年
一
月
）

に
わ
た
っ
た
連
載
槁
に
加
筆
訂
正
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
第

一
の
性
格
と
し
て
、
『
北
海
日
乗
」
と
い
う
言
語
表
現
を
通
し
た
青
年
鴎

外
の
精
神
世
界
の
照
射
と
い
う
点
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
、
鴎
外

漢
詩
に
関
す
る
先
行
研
究
や
こ
の
作
品
に
関
す
る
專
論
も
皆
無
で
は
な

い
が
、
汗
牛
充
棟
の
鴎
外
研
究
の
中
に
あ
っ
て
は
そ
れ
で
も
比
較
的
研

究
の
た
ち
後
れ
て
い
る
作
品
に
属
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
作

品
が
以
下
に
述
べ
る
詳
細
な
語
釈
・
注
釈
と
平
易
な
訳
文
を
得
て
近
づ

き
易
い
形
で
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

次
に
わ
が
日
本
医
史
学
会
の
理
事
長
・
蒲
原
宏
氏
に
つ
い
て
は
、
今

更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
国
内
外
の
医
学
史
を
網
羅
す
る
該
博
な
造

詣
に
加
え
て
、
郷
土
・
新
潟
の
医
学
史
の
知
識
は
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
。
本
書
が
、
蒲
原
氏
の
郷
土
史
・
医
学
史
の
知
識
を
存
分
に
享
受
し

て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
一
読
に
し
て
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
あ
る
意
味
で
歴
史
は
す
べ
て
地
方
史
で
あ
る
。
各
地
方
の
各
種
の
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条
件
下
に
成
立
し
た
歴
史
的
事
実
の
正
確
な
把
握
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
な
ら
な
い
。
本
書
の
詳
細
な
資
料
調
査
・
実
地
踏
査
は
そ
う
し
た
著

者
の
姿
勢
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
見
る
と

き
断
片
的
事
実
の
集
積
に
と
ど
ま
っ
て
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
通
観
し
統

合
す
る
側
面
が
や
や
不
足
し
て
い
る
嫌
い
は
な
い
か
。
明
治
十
年
代
の

諸
制
度
揺
藍
期
に
、
学
制
・
軍
制
・
医
療
制
度
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
社
会
全
体
の
枠
組
の
中
で
個
人
は
い
か

に
規
定
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
っ
た
視
点
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

さ
す
れ
ば
日
乗
は
さ
ら
に
立
体
感
を
増
し
た
の
で
は
な
い
か
。
日
頃
私

自
身
区
々
た
る
調
査
に
汲
々
と
し
て
い
る
の
で
、
自
戒
の
意
を
こ
め
て

敢
え
て
一
言
す
る
。

第
三
に
、
小
島
憲
之
氏
は
日
本
漢
詩
文
研
究
の
権
威
で
あ
り
、
特
に

平
安
朝
の
漢
詩
文
を
専
攻
し
、
日
本
上
代
・
中
古
文
学
と
中
国
中
世
（
六

朝
～
唐
末
）
文
学
と
の
比
較
研
究
に
一
時
代
を
画
し
た
が
、
江
戸
・
明
治

の
漢
詩
文
と
中
国
近
世
文
学
に
も
精
通
し
、
鴎
外
文
学
に
も
高
い
関
心

を
示
し
、
鴎
外
語
彙
が
中
国
近
世
俗
語
小
説
や
日
本
近
世
漢
詩
文
の
強

い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
書
の
漢
詩
の
語
釈
に
み
る
綿

密
な
用
語
例
の
提
示
は
、
作
者
の
用
語
の
典
拠
を
確
定
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
創
作
意
図
に
即
し
た
厳
密
な
解
釈
を
施
し
、
且
つ
読
書
範
囲
・

傾
向
を
知
り
そ
の
言
語
世
界
に
迫
ろ
う
と
す
る
小
島
氏
の
手
法
を
う
け

つ
ぎ
、
本
書
の
一
大
特
色
を
な
す
。

最
後
に
、
著
者
は
現
在
、
『
後
北
滞
日
乗
」
（
明
治
十
五
年
九
月
二
十
七

日
～
十
六
年
二
月
七
日
）
の
注
釈
に
着
手
し
、
そ
の
第
一
報
弓
後
北
浦
日

乗
」
の
漢
詩
①
Ｉ
旅
立
ち
前
後
の
詩
Ｉ
」
二
鴎
外
」
六
四
、
平
成
十

山
田
慶
兒
著

「
中
国
医
学
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
」

著
者
、
山
田
慶
兒
氏
は
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
の
中
国
科
学
史
班
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
私
の
恩
師
で
あ
る
。
山
田
先
生
は

京
大
理
学
部
天
文
学
科
の
御
出
身
で
、
広
汎
な
科
学
史
に
取
り
組
ま
れ
、

『
朱
子
の
自
然
学
』
「
混
沌
の
海
へ
ｌ
中
国
的
思
考
の
構
造
』
『
夜
鳴
く

烏
ｌ
医
学
、
呪
術
・
伝
説
」
『
授
時
暦
の
道
」
「
科
学
と
技
術
の
近
代
」

『
制
作
す
る
行
為
と
し
て
の
技
術
」
『
本
草
の
夢
と
錬
金
術
と
」
「
黒
い

言
葉
の
空
間
ｌ
三
浦
梅
園
の
自
然
哲
学
」
『
復
元
水
運
儀
象
台
』
、
共
同

研
究
の
編
著
と
し
て
は
、
『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
」
な
ど
多
数
の
御
著

書
が
あ
る
。

一
九
九
七
年
日
文
研
を
定
年
退
官
さ
れ
て
、
過
去
四
十
年
間
の
中
国

医
学
に
関
す
る
研
究
、
文
献
の
読
み
こ
み
の
成
果
を
一
本
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
れ
が
間
も
な
く
上
梓
さ
れ
る
「
中
国
医
学
の
起
原
」
で
あ
る
。

「
中
学
医
学
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
」
と
い
う
今
回
の
出
版
は
、
い

う
な
れ
ば
、
ダ
イ
ゼ
ス
ト
版
で
あ
る
。
し
か
し
単
な
る
ダ
イ
ゼ
ス
ト
で

は
な
く
、
強
調
す
べ
き
点
は
、
強
烈
な
筆
致
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著

一
年
一
月
）
を
す
で
に
発
表
し
て
い
る
。
著
者
の
弛
ま
ぬ
精
進
に
称
賛
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
の
完
結
を
期
待
し
た
い
。

（
町
泉
寿
郎
）

〔
審
美
社
叩
一
丁
川
‐
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷
五
’
一
’
五
、
電
話
○
一
二
－
一
二

八
一
五
’
四
一
五
三
、
平
成
十
一
年
二
月
十
日
、
四
六
判
、
二
三
六
頁
、

本
体
三
、
○
○
○
円
〕


